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雪の結晶

　　　　冬のエフェメラル

北海道大学図書刊行会，1983年1月

刊，B5判，39頁，1，500円

　『雪，このはかないもの（エフェメラル＝ephemera1）』

という著者の呼びかけには，長い間の雪との対話によっ

て培われた雪をいとおしむ気持，その美しさに魅せられ

た著者の心のときめきがひしひしと伝わってくる．

　水の三態のうち固体，それも雪の結晶ほど様々な美し

さを秘めたものはない．しかも，美人薄命の諺のとお

り，実にはかないものである．そしてそのはかないもの

を自らの手で再現し，生成のからくりを見極めた中谷宇

吉郎博士門下の著者らの絶ゆまぬ，確固たる研究歴．そ

れが，本書の背景にある．雪の結晶の美しさが著者らの

研究の原動力であり，その美しさを読者と共に分かち合

いたいという気持から本書は生まれた．

　北国の冬は雪との闘いに多くの労力が費やされる．だ

38

がその厳しい冬も，初雪の朝の新鮮な感動で始まる．

　雪の朝．前日までの黒々とした地面．まだ緑の残る雑

草．冬仕度を急ぐ木々の落葉．それらは一晩のうちにす

っぽりと白いベールに覆われ，人々を白い世界へと誘い

込んでしまう．雪の夜．外燈の下に立って舞い落ちる雪

を見上げる．やがてその身は天空へと旅立つ思いがす

る．そして凍てついた夜明け．浴室の窓に描かれた霜の

花．厳しい北国の冬でなければ見られない数々の雪の美

しい面影を，本書は読者のもとに届けてくれる．それも

著者のすばらしい写真の数々によって．

　夕食後のひととき，ぺ一ジを繰りながら雪の情景を思，

い描いた．理屈抜きで楽しめる本である．自然との対話

を忘れた都会の人々にも，きっと安らぎを与えてくれる

と思う．学会の御子弟をお持ちの会員の方々には，御子

様達との会話もはずむでしょう．鳥の目で自然を見るこ

とは，気象衛星rひまわり」からの雲写真が新聞，テレ

ビに登場して日常的になったが，本書では顕微鏡下の虫

の目の世界に広がる雪の結晶の美しさを十分に楽しんで

頂けるものと思う．　　　　　　　　　　（安富裕二）
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